
機 構 だ よ り

�平
成
二
〇
年
度
「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支

援
・
促
進
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た

主
催
団
体

：

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

協
力
団
体

：

文
部
科
学
省

開
催
日
時

：

平
成
二
〇
年
一
二
月
五
日
（
金
）
一
〇
時
～
一
七
時

会
場

：

東
京
国
際
交
流
館
プ
ラ
ザ
平
成

参
加
機
関
数

：

大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
八
二
校

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
七
団
体

参
加
者
人
数

：

一
三
三
名

全
国
の
大
学
や
関
係
団
体
等
の
連
携
・
協
力
を
推
進
し
、
学
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
二
〇
年
度

「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
・
促
進
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。第
一
部
全
体
会
で
は
、
最
初
に
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
社
会

教
育
課
地
域
学
校
支
援
推
進
室
の
出
口
寿
久
室
長
補
佐
に
よ
る
講
演

「
文
部
科
学
省
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
次
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
昭
和
女
子

大
学
人
間
社
会
学
部
特
任
教
授
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
長
／
日
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
協
会
代
表
理
事
興
梠

寛
氏
に
よ
る
司
会
進
行
で
、
明
治
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
李
永
淑
氏
、
筑
波
学
院
大
学
Ｏ
Ｃ
Ｐ
推
進
室

社
会
力
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
武
田
直
樹
氏
、
立
命
館
大
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
事
の
松
瀬
房
子
氏
の
三
名
に
よ
る
事
例
発
表
と
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
分
科
会
で
は
、
①
大
学
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

可
能
性
、
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
つ
く
り
か
た
、
③
大
学
と
地

域
を
結
ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
④
授
業
に
お
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
、
⑤
学
生
が
結
ぶ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、
を
テ
ー
マ
と
す
る
五
つ
の
分
科
会
に
分

か
れ
、
事
例
紹
介
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
よ
る
討
議
等
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
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第一部全体会 文部科学省の講演

第二部分科会 グループワークの様子


